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チャールズ・イームズ（Charles Ormond Eames, Jr 1907- 1978）と
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ためにこそ、プロトコルが活用されなければならないのでは
























































































































































ルイス・ヘンリー・サリヴァン（Louis Henry Sullivan, 1856- 
1 924）はシカゴ派の代表的な建築家。1896年に出版された
Lippincott's Magazineの"The Tall Office Building Artistically 










































（1999）』、『コモンズ The Future of Ideas ネット上の所有権強化
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devide into six pieces
follow neighbour with pitched roof
optimize width
make gap for the sunlight
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具体的には、現在の C 滑走路に並行する海上 300 メートル
に、セミオープンパラレル配置（距離 760m 以上）で３千
メートル級の滑走路と新ターミナル機能を計画した。全体
は、500mx400m の巨大なユニットを 8 個並べて構成され
ており、曳航により敷地での建設期間を最小化する工夫が特
徴である。この新空港が実装されれば、制限区域内の高さで















1 　 空 港 の 郊 外 移 転
現 在 、 主 要 な 国 際 空 港 は 都 市 間 競 争 を 占 う 重 要 な キ ャ ス ト と
な っ て い る （ 図 １ ０ ） 。 東 京 は 成 田 へ の ア ク セ ス 向 上 と 羽 田
の 地 の 利 の 有 効 活 用 を 同 時 に 図 る べ き で 、 実 際 の 計 画 も そ の
路 線 を 堅 持 す る も の で あ る 。 高 密 度 高 層 都 市 は そ の 利 便 性 か
ら 空 港 を 要 請 し 、 一 方 で 騒 音 や 高 さ 規 制 が 両 者 を 遠 ざ け る と
い う デ ィ レ ン マ の 渦 中 に あ り 、 単 な る 郊 外 移 転 は 選 択 肢 と な
ら な い 。 （ ■ １ ０ ）
２ 　 法 律 の 改 正
ス カ イ ツ リ ー （ ６ ３ ４ ｍ ） や み な と み ら い （ ２ ９ ６ ｍ ） の 開
発 は 制 限 表 面 の 解 除 と い う ま さ に 超 法 規 的 な 措 置 で 実 現 し た
（ ■ １ １ ） 。 し か し 、 も と も と 飛 行 機 の 離 着 陸 角 度 と い う フ ィ
ジ カ ル な 規 制 力 と 連 動 し た 法 （ ■ １ ２ ） で あ る た め 、 安 易 に
全 面 解 除 す る こ と は で き な い 。 急 角 度 の 離 着 陸 は 仮 に 機 体 が
そ れ を 許 容 し て も 、 乗 客 の 身 体 が 許 容 で き な い だ ろ う 。
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東 京  2 3  区
1 2 8  人 / h a
周 辺  1 5  区
1 3 1  人 / h a
マ ン ハ ッ タ ン 外
7 6  人 / h a
マ ン ハ ッ タ ン 市 平 均
8 8  人 / h a
1 2 5 0
1 5 0 0






( 万 人 )
ニ ュ ー ヨ ー ク と 東 京 の 使 用 容 積 率 比 較
主 要 駅  1  日 乗 降 客 数 比 較
海 外 主 要 空 港 ア ク セ ス 比 較 （ 国 際 空 港 か ら ビ ジ ネ ス 拠 点 ）
東 京ニ ュ ー ヨ ー ク
出  展 ：
「 都 市 の チ カ ラ 　 超 高 層 化 が 生 活 を 豊 か に す る 」 森 ビ ル 都 市 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム
出  展 ：
2 0 1 1 年 世 界 上 位 1 0 0 駅 の 乗 降 客 数 ラ ン キ ン グ
出  展 ：
国 土 交 通 省
ミ ッ ド タ ウ ン （ 事 業 系 ）
1 4 2 1 %
山 の 手 線 内 （ 混 合 ）
2 3 6 % 東 京  2 3  区 （ 混 合 ）
1 3 6 %
ア ッ パ ー ウ ェ ス ト サ イ ド （ 住 居 系 ）
6 3 1 %
1 　 新 宿 ( 東 京 ) 　
2 　 渋 谷 ( 東 京 ) 　
3 　 池 袋 ( 東 京 ) 　
4 　 梅 田 ( 大 阪 ) 　
5 　 横 浜 ( 神 奈 川 県 )
6 　 北 千 住 ( 東 京 ) 　
7 　 名 古 屋 ( 愛 知 県 ) 　
8 　 東 京 ( 東 京 ) 　 　
9 　 品 川 ( 東 京 ) 　 　
1 0 高 田 馬 場 ( 東 京 ) 　
浦東
シテ


































3 7 7 万 人
3 0 1 万 人
2 5 1 万 人
2 2 8 万 人
2 1 4 万 人
1 4 8 万 人
1 1 1 万 人
1 0 8 万 人
9 5 万 人
8 8 万 人
■ １ ０
■ １ １
航 空 制 限 表 面 の 解 除





３ 　 滑 走 路 の 高 層 化
そ こ で 提 案 し た い の が 、 滑 走 路 の 高 層 化 で あ る 。 法 規 制 の 起
点 と な る 滑 走 路 を 高 層 化 す れ ば 、 ア ク セ ス の 良 さ と 現 行 の 法
を 完 全 に 維 持 し た ま ま 制 限 表 面 を 上 空 へ と 持 ち 上 げ る こ と が
で き る （ ■ １ ３ ） 。 以 下 に 、 空 港 と い う ビ ル デ ィ ン グ タ イ プ
の 『 か た 』 と し て 高 層 空 港 の 可 能 性 を 探 る 。 （ ■ １ ４ ）
滑 走 路 か ら の 距 離
南  風  経  路  に よ る 想  定  地  点
地 上 か ら の 高 さ
1f t =  0. 3 0 5  で 計 算
小 型 機
B 7 3 7  な ど
大 型 機
B 7 7 7  な ど
滑 走 路
滑 走 路標 点 円 錐 表 面
水 平 表 面  h = 4 5 m
外 側 水 平 表 面
約  4 k m
約  2 2 0 0 ~ 2 9 0 0 f t
(  約  6 7 0 ~ 8 8 5 m)
約  1 0 0 0 f t
(  約  3 0 5 m)
約  2 0 0 0 f t
(  約  6 1 0 m)
約  3 0 0 0 f t
(  約  9 1 5 m)
2 9 5 m
1 /  5  0
半 径  1 6. 5 k m半 径  4 k m 半 径  2 4 k m
約  6 k m 約  1 2 k  m
麻 布 · 恵 比 寿
渋 谷 付 近
大 井 ふ 頭
大 井 町 付 近
川 崎 市 川 崎 区
千 鳥 町 · 水 江 町 付 近 羽 田 空 港
航  空  制  限  表  面  1 / 5  0航  空  制  限  表  面  1 / 5  0
新 宿 · 中 野
埼 玉 県 南 部 付 近
約  1 7 k  m
羽 田 空 港 か ら の （ ま で の ） 離 着 陸 角 度
航 空 制 限 表 面 概 略
離 陸 着 陸
出  展 ：
国 土 交 通 省 「 羽 田 空 港 の こ れ か ら 」
出  展 ：
国 土 交 通 省
■ １ ２
■ １ ３


















































































































































































































































































































































































































正式名称はシャウプ使節団日本税制報告書（英：Report on Japanese 






















レンス・レッシグ（著）、 山形 浩生 ( 訳 )、柏木 亮二 ( 訳 )
『コモンズ』（2003）ローレンス・レッシグ（著）、 山形 浩生 ( 訳 )
『Free Culture』（2004）ローレンス・レッシグ（著）、 山形 浩生 ( 訳 )、
守岡 桜（訳）
『ＣＯＤＥ　Ｖｅｒｓｉｏｎ２』（2007）ローレンス・レッシグ（著）、 
山形 浩生 ( 訳 )
『REMIX ハイブリッド経済で栄える文化と商業のあり方 』ローレンス・
レッシグ（著）、 山形 浩生 ( 訳 )
『著作権とは何か―文化と創造のゆくえ 』（2005）福井 健策（著）
『「所有権」の誕生』（2001）加藤 雅信
『生物から見た世界』（2005）ユクスキュル ( 著 )、クリサート ( 著 )、
日高 敏隆 ( 訳 )、羽田 節子 ( 訳 )
『１９８４年』（2009、英："1984"、1949）ジョージ・オーウェル ( 著 )、 
高橋和久（訳）
『建築と断絶』（1996）ベルナール チュミ ( 著 )、Bernard Tschumi ( 原
著 )、山形 浩生 ( 翻訳 )
『錯乱のニューヨーク』レム コールハース (著)、Rem Koolhaas (原著)、
鈴木 圭介 ( 翻訳 )
『S,M,L,XL+: 現代都市をめぐるエッセイ』（2015）レム コールハース 




『建築の多様性と対立性』R・ヴェンチューリ ( 著 )、伊藤 公文 ( 翻訳 )
『環境としての建築 : 建築デザインと環境技術』レイナー バンハム 
( 著 )、Reyner Banham ( 原著 )、堀江 悟郎 ( 翻訳 )
『空間・時間・建築』（新版 2009）ジークフリード ギーディオン ( 著 )、
Sigfried Giedion ( 著 )、太田 實 ( 翻訳 )
『第一機械時代の理論とデザイン』（1976）レイナー・バンハム ( 著 )、
石原 達二 ( 翻訳 )、増成 隆士 ( 翻訳 )
『かくれた次元』（1970）エドワード・T・ホール ( 著 )、日高 敏隆 ( 翻
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訳 )、佐藤 信行 ( 翻訳 )
『プロトコル : 脱中心化以後のコントロールはいかに作動するのか』
（2017）アレクサンダー・R. ギャロウェイ ( 著 )、Alexander R. 






単著，LIXIL 出版，pp.1-144, 2012 年 9 月
・｢EX-CONTAINER｣ ，単著，グラフィック社，pp.1-128, 2008 年
10 月
・｢超合法建築図鑑｣， 単著，彰国社，pp.1-165, 2006 年 5 月
共著ほか
・｢NA 建築家シリーズ 06 平田晃久ʴ吉村靖孝｣，共著（共著者：吉村
靖孝，平田晃久，編者：日経アーキテクチュア），日経 BP マーケティ
ング，pp.1-280（全ページ共同執筆）, 2012 年 10 月
・｢建築家の読書術｣，共著（共著者：吉村靖孝，平田晃久，藤本壮介
ほか 2 名），TOTO 出版，pp.178-222（トレーニング，ミチクサ，ケ
ンチク），pp.297-315（座談会／新しい『私』性）,  2010 年 10 月
・｢アーキテクチャとクラウド｣，共著（共著者：吉村靖孝，原広司，
池上高志ほか 6 名）， ミルグラフ，pp.24-39（第 2 章：吉村靖孝 × 塚
本由晴）, 2010 年 10 月
・｢オランダのデザイン　跳躍するコンセプチュアルな思考と手法 [ 建
築 ･ プロダクト編 ]｣ ，共著 ( 共著者：吉村靖孝，木戸昌史，長坂常ほ
か 5 名 ) ，パイインターナショナル，pp.194-195（ダイバーシティと
デンシティのニュータウン）, 2010 年 5 月
・｢卒業設計で考えたこと｡ そして今 2｣，共著（共著者：吉村靖孝，佐々
木睦朗，高松伸ほか 6 名 , 編者：五十嵐太郎），彰国社，pp.163-181（AC 
/ DC）, 2006 年 6 月
・｢現代住居コンセプション｣，共著（共著者：吉村靖孝，南泰裕，今村創平，
山本想太郎），INAX 出版，pp.26-27（第一章 003：コード／制度／
法規　その傾向と対策）, 2005 年 10 月
・｢Tokyo from Vancouver｣ ， 共 著（ 共 著 者： 吉 村 靖 孝，George 
Wagner），University of British Columbia School of Architecture（カ
ナダ），pp.164-179（DE-CODE: TOKYO）,2005 年 1 月
・｢建築 MAP 東京・2｣，共著（共著者：吉村靖孝，五十嵐太郎，乾久
美子ほか 1 名），TOTO 出版，pp.1-359（全ページ共同執筆）, 2003
年 8 月






靖孝）, 2003 年 7 月
【２】論文
・｢Takeyama: Superurban｣，共著（共著者：吉村靖孝，竹山実，塚
本 由 晴 ほ か 1 名 ），Domus・953 号（Domus Sp.A， イ タ リ ア ），
pp.40-47 , 2011 年 12 月（英語）
・｢被災地を非災地へ｣ ，単著，JA・82 号（新建築社），pp.52-53, 
2011 年 6 月
・｢Nowhere but Sajima｣，査読付き , 単著，建築雑誌「作品選集」・
126 巻・1616 号（日本建築学会），pp.32-33, 2011 年 3 月
・｢解説：グーグル・ユニクロ・ヤフオク時代の建築｣，単著，新建築・
2010 年 3 月号（新建築社），pp.129, 2010 年 3 月
・｢東京に住宅地はあるか ?｣，単著，住宅情報 都心に住む・2009 年 1
月号（SUUMO 不動産）, pp.18-19, 2008 年 12 月
・｢『EX-CONTAINER』著者解題｣，単著，10+1 website（INAX 出版）, 
2009 年 1 月
・｢Learn 型｣ から ｢Study 型｣ へ -N Project｣，単著，JA・71 号（新
建築社），pp.68-75, 2008 年 9 月
・｢Fitting in -Small Sites in Urban Japan｣ , 共著（共著者：Thomas 
, Daniell， 吉 村 靖 孝 ほ か 1 名 ），After the Crash: Architecture in 
Post-Bubble Japan（Princeton Architectural Press， ア メ リ カ ），
pp.162-169, 2008 年 9 月（英語）
・｢うつろう事務所生活：MVRDV｣，単著，建築雑誌・123 巻・1575 号（日
本建築学会），p.21, 2008 年 4 月
・｢Diversity through Mass-Production｣， 共著（共著者 : 吉村靖孝，
George Wagner）， Tokyo from Vancouver 2（University of British 
Columbia，カナダ），pp.132-143, 2008 年 3 月（英語）
・｢超合法建築景 第 14 回 『ハイブリッド』｣，単著，Tokion・No.66
（INFAS パブリケーションズ），p.135, 2007 年 12 月
・｢超合法建築景 第 13 回 『店舗村』｣，単著，Tokion・No.65（INFAS
パブリケーションズ），p.114, 2007 年 11 月
・｢超合法建築景 第 12 回 『長靴通り』｣，単著，Tokion・No.64（INFAS
パブリケーションズ）， p.114, 2007 年 10 月
・｢超合法建築景 第 11 回 『開放廊下』｣，単著，Tokion・No.63（INFAS
パブリケーションズ）， p.134, 2007 年 9 月 , 2007 年 9 月
・｢超合法建築景 第 10 回 『バブル・ウィンドウ』｣，単著，Tokion・
No.62（INFAS パブリケーションズ）， p.120, 2007 年 8 月
・｢超合法建築景 第 9 回 『入出窓』｣，単著，Tokion・No.61（INFAS
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パブリケーションズ）， p.118, 2007 年 5 月 , 2007 年 6 月
・｢超合法建築景 第 8 回 『東京の水際環境』｣，単著，Tokion・No.60
（INFAS パブリケーションズ）， p.126, 2007 年 5 月
・｢超合法建築景 第 7 回 『複眼バルコニー』｣，単著，Tokion・No.59
（INFAS パブリケーションズ）， p.130, 2007 年 4 月
・｢超合法建築景 第 6 回 『避難スライダー』｣，単著，Tokion・No.58
（INFAS パブリケーションズ）， p.99, 2007 年 3 月
・｢超合法建築景 第 5 回 『ロード・パーク』｣，単著，Tokion・No.57
（INFAS パブリケーションズ）， p.107, 2007 年 2 月
・｢超合法建築景 第 4 回 『金字筒』｣，単著，Tokion・No.56（INFAS
パブリケーションズ）， p.119, 2006 年 12 月
・｢超合法建築景 第 3 回 『窓看板』｣，単著，Tokion・No.55（INFAS
パブリケーションズ）， p.98, 2006 年 11 月
・｢超合法建築景 第 2 回 『渋谷階段』｣，単著，Tokion・No.54（INFAS
パブリケーションズ）， p.133, 2006 年 10 月
・｢超合法建築景 第 1 回 『発射台ホテル』｣，単著，Tokion・No.53（INFAS
パブリケーションズ）， p.76, 2006 年 9 月
・｢となりの超高層｣，単著，10+1・No.43（INAX 出版），pp.120-
125, 2006 年 7 月
・｢なつかしくもあたらしい敷地｣，単著，10+1・No.46（INAX 出版），
pp.52-54, 2006 年 7 月
・｢妹島和世《梅林の家》 厚い壁｣，単著，10+1・No.35（INAX 出版），
pp.88-91, 2004 年 6 月
・｢現代オランダ建築のハードコア オランダ・その可能性の中心をめ
ぐって｣，共著（共著者：吉村靖孝，西沢立衛，槻橋修），建築文化・
No.671（彰国社），pp.110-115, 2004 年 4 月
・｢コード｣，単著，建築文化・No.669（彰国社），pp.56-59, 2004 年
2 月
・｢20 世紀建築モデル・カタログ 2 トライアングル・モデル｣，単著，
建築文化・No.668（彰国社），p.40, 2003 年 12 月
・｢動物化する建築｣，単著，10+1・No.32（INAX 出版），pp.150-
153, 2003 年 9 月
・｢ART HEAD QUARTERS ARCHITECTURE 妻有トリエンナーレに
完成した MVRDV の建築｣，単著，美術手帖・55 巻・836 号（美術出
版社），pp.186-189, 2003 年 7 月
・｢日本 ･ 都市 ･ 農建築 ×MVRDV：ピンポイント・アーバニズムの実
験場｣，単著，建築雑誌・118 巻・1506 号（日本建築学会），pp.31-
33, 2003 年 6 月
・｢特集 :U-35 のポテンシャル｣，単著，建築文化・No.666 号（彰国社），
pp.32-33, 2003 年 6 月
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・｢東京デ・コード計画｣，共著 ( 共著者：吉村靖孝，川邊真代，吉村英孝 ), 
10+1・No.30（INAX 出版），pp.148-155, 2003 年 1 月
・｢古谷誠章論 by 吉村靖孝｣，単著，GA HOUSES・No.73（エーディー
エー・エディタ・トーキョー）， pp.194-199, 2003 年 1 月
・｢ポジティブ・コラボレーション /MVRDV の方法論｣，単著，建築文
化・No.659（彰国社），pp.45-46, 2002 年 4 月
・｢ハノーヴァー万博オランダ館｣，単著，建築文化・No.649（彰国社），
pp.29-32, 2000 年 12 月 , 2000 年 12 月
・｢アトリエ・ファン・リースハウト『良い､ 悪い､ 醜い』｣，単著，
10+1・No.22（INAX 出版），pp.94-95, 2000 年 12 月
・｢建築 2001 40 のナビゲーション 05 NL アーキテクツ｣，単著，
10+1・No.22（INAX 出版），pp.92-93, 2000 年 11 月
・｢記念碑の事情 モニュメントのモニュメントと擬モニュメント｣，単
著，10+1・No.16（INAX 出版），pp.34-36, 1999 年 3 月
・｢『第三機械時代』のアルケミー　白 ･ 銀 ･ 透明をめぐるサブ・クロ
ニクル｣，単著，10+1・No.14（INAX 出版），pp.242-248, 1998 年
8 月
・｢オープンパートナーシップという気分について｣，単著，群居・45
号（群居刊行委員会），pp.75-81, 1998 年 5 月
【３】翻訳












｢BRABANT CITY 2050｣，単訳（著者：MVRDV and Winy Maas）
10+1・No.20（INAX 出版），pp.181-188
｢KM3/3D city MVRDV&Ballast Nedam 1999｣，単訳（著者：Winy 
Maas）10+1・No.19（INAX 出版），pp.173-180
[3] 国際会議
・Japon, l'archipel de la maison 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム Cité de 
l'architecture et du patrimoine, パリ , 2015 年 6 月（招待講演）
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・「LESS QUANTITY, MORE QUALITY」国際シンポジウム , ウィーン , 
2015 年 11 月（招待講演）
・「Construction Excellence: Prefab, Precast & Modular Buildings」
国際シンポジウム , シンガポール , 2015 年 11 月（招待講演）
・「Construction Excellence: Prefab, Precast & Modular Buildings」
国際シンポジウム , クアラルンプール , 2014 年 11 月（招待講演）
【４】その他





・水戸市民館設計者選定プロポーザル 5 選 2016 年
・豊田市駅前再開発事業設計者選定プロポーザル 4 選 2016 年
・WADA 賞（作品「フクマスベース」に対して）2016 年 1 月




／ HAKUHODO」に対して）2012 年 8 月
・JCD デザインアワード 2011 大賞（作品「レッドライト・ヨコハマ」
に対して）2011 年 11 月
・グッドデザイン賞（作品「EDV?01」に対して）2011 年 10 月
・日本建築士会連合会賞奨励賞（作品「ベイサイドマリーナホテル横浜」
に対して）2011 年 10 月
・日本建築学会作品選奨（作品「Nowhere but Sajima」に対して）
2011 年 4 月
・アジアデザイン賞 メリット賞（作品「中川政七商店新社屋」に対して）
2010 年 12 月
・アジアデザイン賞 銅賞（作品「Nowhere but Sajima」に対して）
2010 年 12 月
・アジアデザイン賞 銅賞（作品「ベイサイドマリーナホテル横浜」に
対して）2010 年 12 月
・JCD デザインアワード 2010 銀賞（作品「ベイサイドマリーナホテ
ル横浜」に対して）2010 年 11 月
・JCD デザインアワード 2010 銀賞（作品「中川政七商店新社屋」に
対して）2010 年 11 月
・神奈川建築コンクール 優秀賞（作品「Nowhere but Sajima」に対して）
2010 年 10 月
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・グッドデザイン賞 特別賞（作品「中川政七商店新社屋」に対して）
2010 年 10 月
・第 23 回日経ニューオフィス賞 近畿ニューオフィス推進賞（作品「中
川政七商店新社屋」に対して）2010 年 8 月
・平成 22 年度日事連建築賞 優秀賞（作品「軒の家」に対して）2010
年 8 月
・平成 22 年住宅建築賞 金賞（作品「Nowhere but Sajima」に対して）
2010 年 5 月
・香港『Perspective』誌 40 under 40 選出 , 2010 年 3 月
・アジアデザイン賞 金賞（作品「Nowhere　but　Hayama」に対して）
2009 年 12 月
・神奈川建築コンクール 優秀賞（作品「軒の家」に対して）2009 年 9
月
・稲門建築会特別功労賞 , 2007 年 5 月
・第 22 回吉岡賞（作品「ドリフト」に対して）2006 年 4 月
・JCD デザインアワード 2005 新人賞（作品「亀や龍宮殿」に対して）
2005 年 12 月
・グッドデザイン賞（作品「フィズ」に対して）2005 年 10 月
・建築知識創刊 40 周年記念 ･ バリアフリー住宅設計コンペティション
1999 入賞 1999 年 3 月
・佐藤武夫賞 ( 早稲田大学大学院修士設計最優秀賞 )1997 年 3 月
【６】マスコミによる報道等
「世界一受けたい授業」（日本テレビ系、2008 年 9 月）
「タモリ倶楽部」（テレビ朝日系、2010 年 8 月）
「違法コンテナ倉庫」についてのコメント掲載（毎日新聞、2017 年 7 月）
【７】展覧会
・「日本、家の列島」展（東京）に出展（2017 年 5 月）
・「MAKE ALTERNATIVE SPACE」展（東京）に出展（2016 年 5 月）
・「Japon, l'archipel de la maison」（パリ）に出展（2016 年 5 月）
・「建築の新しい楽しさ」展（2016 年 1 月）
・「ラーニング・アーキテクチャー」展（東京）に出展（2015 年 11 月）
・東京ガス（2015 年 11 月）
・「紙のかたち、まるめる、かさねる、ひっぱる」展（東京）に出展（2015
年 9 月）
・「MAKE HOUSE」展（東京）に出展（2014 年 9 月）
・KENCHIKU | ARCHITECTURE 展 ( フランス ) 出展 ･ 講演（2013
年 10 〜 11 月）
・第 13 回ヴェネチア国際建築ビエンナーレ（イタリア）公式イベント 
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「Traces of Centuries & Future Steps」に出展（2012 年 8 〜 11 月）
・Renaissance du Japon apr?s le 11 Mars( フランス ) に出展（2012
年 6 月〜 7 月）
・｢3.11 後の建築・都市 建築家たちは地域をどう再生しようとしてい
るのか？｣ ( フランス ) に出展（2012 年 3 月〜 5 月）
・3.11 東日本大震災の直後､ 建築家はどう対応したか ( フランス，韓国，
アルメニア，イタリアなど ) に出展（2012 年 3 月〜）
・KENCHIKU | ARCHITECTURE 展 ( フランス ) 出展 ･ 講演（2011
年 10 〜 11 月）
・Container Architektur 展 ( ドイツ ) 出展（2011 年 5 月）
・Little Tokyo Design Week 展 ( アメリカ ) に出展（2011 年 5 月）
・RESET - 11.03.11#New Paradigms( イタリア ) に出展（2012 年 3 月）
・こころのなかの建築展 （東京）に出展（2012 年 8 月）
・小さな素材から世界を刻む展 （東京）に出展（2012 年 8 月）
・国際見本市インテリアライフスタイル 石巻工房ブースにて展示
（2012 年 6 月）
・東京チェアシティ展 ･ 復興へのビジョンに出展（2011 年 9 月）
・JIA 主催リトアニア日本建築展 EAST-EAST Ⅲに出展（2011 年 9 月）
・小さな建築のスタディ展 ( 東京 ) に出展（2011 年 8 月）
・Emerging Project 2011 展 ( 東京 ) に出展（2011 年 4 月）
・CC ﾊｳｽ展 ( 東京 ) 主催（2010 年 11 月）
・City 2.0 展 ( 東京 ) に出展（2010 年 9 月）
・Architects from Hyper Village 展 ( 東京 ) に出展（2010 年 8 月）
・建築家の読書術展 ( ギャラリー・間 ) に出展（2010 年 1 月）
・Architecture After 1995 展 ( 大阪 ) に出展（2009 年 10 月）
・Architect Tokyo 2009 ｢生成の世代｣展 ( 東京 ) に出展（2009 年 8 月）
・ " カラー版 " 超合法建築図鑑展 ( 東京 ) 主催（2008 年 10 月）
・Archlab 展 ( フランス ) に出展（2006 年 10 月）
・東京デザイナーズウィーク 2005 展 ( 東京 ) に出展（2005 年 11 月）
・京都デザイナーズウィーク展 ( 京都 ) に出展（2005 年 10 月）
・東京デザイナーズウィーク 2004 展 ( 東京 ) に出展（2004 年 10 月）
・の先の建築展 ( ギャラリー・間 ) に出展（2002 年 9 月）
・30×100 『マテリアルの使い方』展に出展（2001 年 9 月）
【８】雑誌掲載、ウェブマガジン掲載
【サイエンナガヤ】 
掲載誌① 日本経済新聞，2016 年 2 月 24 日 ( 日本経済新聞社 )，
pp.35， 
掲載誌② 建築ジャーナル，2016 年 5 月号 ( 建築ジャーナル ) ，pp.35 




受 賞 ① WADA 賞 2016（Wonders in Annual Development and 
Architecture Award） 
掲載誌① 日刊木材新聞，2015 年 11 月 13 日号 ( 日刊木材新聞社 )，
pp.12 
掲載誌② GA JAPAN，140 号，2016 年 5-6 月号 (ADA エディタトー
キョー ), pp.38-57 
掲載誌③ 新建築，2016 年 5 月号 ( 新建築社 ), pp.62-71 



















掲載誌① 住宅特集，363 号，2016 年 7 月号 ( 新建築社），pp.12-20, 
掲載ウェブサイト① architecturephoto.net 
【窓の家】 
受 賞① 第一回 AP 賞（ArchitecturePhoto Award), 2014 
掲載誌① 新建築，341 号，2014 年 9 月号 ( 新建築社），pp.38-4， 
掲載誌② ディテール，2014 年夏季号 ( 彰国社），pp.76-77,2014 年 7
月 
掲載誌③ d+a,(domus, イスラエル）2014 年 
掲載誌④ L'ARCHIPEL DE LA MAISON 家の列島 ,pp.352-365
掲載ウェブサイト① archllo.com  





















掲載誌①日経アーキテクチュア，2012 年 1 月 25 日号（日経 BP），
pp.48-49，2012 年 1 月
【TBWA ／ HAKUHODO】
受賞①第 25 回日経ニューオフィス賞　ニューオフィス推進賞（一般
社団法人ニューオフィス推進協会），2012 年 8 月




会），2011 年 10 月
受賞②アジアデザイン賞 銅賞（香港デザインセンター），2010 年 12
月
受賞③ JCD デザインアワード 2010 銀賞（社団法人日本商環境設計家
協会），2010 年 11 月
掲載誌① Arketipo・2011 年 9 月号（Il Sole 24 Ore，イタリア），
pp.96-107，2011 年 10 月
掲載誌② Mini Hotels（Instituto Monsa de Ediciones，スペイン），
pp.62-73，2011 年 9 月
掲載誌③ HOTEL RESORT（建築世界社，韓国），pp.300-313，2011
年 9 月





掲載誌⑥ Archicree・No.350（Societe d'Edition et de Presse・フラ
ンス），p.50，2011 年 2 月
掲載誌⑦芸術収蔵ʴ設計・3 月号（芸術収蔵ʴ設計，台湾），pp.178-
181，2011 年 3 月
掲載誌⑧ MARK・No.30（Mark Publishers，オランダ），pp.94-95，
2011 年 3 月
掲載誌⑨新建築・85 巻・5 号（新建築社），pp.129-136，2010 年 3 月、
…ほか 7 件
【エクスコンテナ・プロジェクト】
掲載誌①建築雑誌・2012 年 7 月号（日本建築学会），pp.10-15，
2012 年 7 月、…ほか 11 件
【HOURAI】
掲載誌① Casa BRUTUS・146 号（マガジンハウス），pp.160-163，




掲載誌①日経アーキテクチュア，2011 年 1 月 25 日号（日経 BP 社），
p.14，2011 年 1 月、…ほか 1 件
【レッドライト・ヨコハマ】
受賞① JCD デザインアワード 2011 大賞（社団法人日本商環境設計家
協会），2011 年 11 月
掲載誌①毎日新聞，2011 年 7 月 28 日付・夕刊，2011 年 7 月
掲 載 誌 ② MARK・No.30（Mark Publishers， オ ラ ン ダ ），p.92，
2011 年 11 月
掲 載 誌 ③ Frame・No.78（Frame Publishers， オ ラ ン ダ ），p.32，




受賞② JCD デザインアワード 2010 銀賞（社団法人日本商環境設計家
協会），2010 年 11 月
受賞③グッドデザイン賞 特別賞（公益財団法人日本デザイン振興会），
2010 年 10 月
受賞④第 23 回日経ニューオフィス賞 近畿ニューオフィス推進賞（社
団法人ニューオフィス推進協会），2010 年 8 月
掲 載 誌 ① ArchiWorld・No.189（Archiworld， 韓 国 ），pp.78-85，
2011 年 3 月
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掲 載 誌 ② MARK・No.30（Mark Publishers， オ ラ ン ダ ），p.95，
2011 年 3 月
掲載誌③新建築・85 巻・7 号（新建築社），pp.144-151，2010 年 5 月、
…ほか 8 件
【Nowhere but Sajima】
受賞①日本建築学会作品選奨（日本建築学会），2011 年 4 月
受賞②アジアデザイン賞 銀賞（香港デザインセンター），2010 年 12
月
受賞③ JCD デザインアワード 2010 銀賞（社団法人日本商環境設計家
協会），2010 年 11 月
受賞④神奈川建築コンクール 優秀賞（神奈川県ほか 12 市），2010 年
11 月
受賞⑤平成 22 年住宅建築賞 金賞（社団法人東京建築士会），2010 年
5 月
掲載誌① Mark Cleary（Images Publishing Dist Ac，オーストラリア），
pp.116-119，2012 年 6 月
掲載誌② Sublime（Gestalten・ドイツ），pp.51-53，2011 年 11 月
掲載誌③建築雑誌・126 巻・1621 号（日本建築学会），p.103，2011
年 8 月
掲載誌④ MARU・No.114（CA PRESS Publishing，韓国），p.155，
2012 年 9 月
掲載誌⑤ cenTras・No.3（Interjeras.LT，リトアニア），pp.20-23，
2011 年 8 月
掲載誌⑥ Be One Magazine・Vol45・No.4（O.S. Printing House ，
タイ），pp.132-135，2011 年 6 月
掲載誌⑦ Architektur・4-5 月号（Laser Verlag Gmbh，オーストリア），
pp.50-53，2011 年 5 月
掲載誌⑧ Arkitekten・113 号（Arkitektens Forlag，デンマーク），p.33，




pp.32-33，2011 年 3 月
掲 載 誌 ⑪ Design Today・Mar-12（Living Media India， イ ン ド ），
pp.62-70，2011 年 3 月
掲載誌⑫ JA・76 号（新建築社），p48-49，2010 年 12 月
掲載誌⑬ D CASA・No.689（La Repubblica，イタリア），pp.114-
119，2010 年 4 月
掲載誌⑭ Mark・No.22（Mark Publishers，オランダ），pp.46-47，
2009 年 9 月
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掲載誌⑮新建築・84 巻・11 号（新建築社），pp.142-149，2009 年 10 月、
…ほか 13 件
【Nowhere　but　Hayama】
受賞①アジアデザイン賞 金賞（香港デザインセンター），2009 年 12
月
掲載誌① Interiors+・2011 年 10 月号（Perspective，香港），pp.40-
45，2009 年 12 月
掲載誌②新建築・84 巻・5 号（新建築社），pp.94-101，2009 年 4 月、
…ほか 8 件
【軒の家】
受賞①平成 22 年度日事連建築賞 優秀賞（社団法人日本建築士事務所
協会連合会），2010 年 8 月
受賞②神奈川建築コンクール優秀賞（神奈川県ほか 12 市），2009 年
9 月
掲載誌① MARK・No.30（Mark Publishers，オランダ），pp.96-97，
2011 年 3 月
掲載誌②新建築・84 巻・11 号（新建築社），pp.150-155，2009 年 10 月、
…ほか 1 件
【Nowhere but Zushi808】
掲載誌① Neo2・No.102（Ipsum Planet，スペイン），p.74，2011 年 4 月、
…ほか 1 件
【ペーパーバッグのイグルー】
掲載誌① Out of the Box!（Gestalten Verlag，ドイツ），pp.80-81，
2012 年 2 月
【重窓】






2011 年 3 月
掲載誌③新建築・81 巻・12 号（新建築社），pp.124-131，2006 年
11 月
【ミラー・エラー】
掲載誌① Arquitectura Viva・No.140（Arquitectura Viva SL，スペ
イン），pp.48-49，2010 年 6 月
掲載誌② Container Atlas（Gestalten，ドイツ），p.90，2010 年 4 月
【メザニン】
掲 載 誌 ① Neo2・No.102（Ipsum Planet， ス ペ イ ン ），pp.74-75，
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2011 年 4 月、…ほか 1 件
【ドリフト】
受賞①第 22 回吉岡賞（財団法人吉岡文庫育英会），2006 年 4 月
掲載誌① Neo2・No.102（Ipsum Planet，スペイン），p.73，2011
年 4 月
掲載誌② ARCHLAB JAPAN 2006（HYX ，フランス），pp.270-273，
2006 年 1 月、…ほか 5 件
【ソレイユプロジェクト】
掲載誌①住宅特集・249 号（新建築社），p.130，2006 年 12 月
掲載誌② ARCHLAB JAPAN 2006（HYX，フランス），pp.274-275，
2006 年 1 月、…ほか 1 件
【亀や龍宮殿】
受賞① JCD デザインアワード 2005 新人賞（社団法人日本商環境設計
家協会），2005 年 12 月





掲載誌①新建築・2005 年 2 月号（新建築社），p.150，2005 年 2 月、
…ほか 1 件
【まつだい農舞台】




年 6 月 
【ダブル・テンポ】
掲載誌①新建築・2000 年 1 月号（新建築社），p.160，2000 年 1 月
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＞＞謝辞
.....................................................................................
本論文は、博士課程の学生であった１９９７年から今日まで
つづく２０年間の私の設計活動が下敷きとなっている。その
間、様々なかたちで支えていただいたすべての方々に感謝申
し上げたい。特に、主査をお願いした古谷誠章先生には、卒
論生として古谷研究室に所属して以来、長きに渡り多くのご
指導を賜り、建築家としての指針を与えていただいた。また
副査をお願いした後藤先生には、第四章の計画について粘り
強くご指導いただいた。同じく副査をお願いした田辺新一先
生には、語尾の修正に至るまで熱心にご指導いただいた。こ
こに先生方のお名前を挙げ、あらためて感謝の意を評し、本
論の結びとしたい。
ありがとうございました。
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